
二

公
認
心
理
師
法
第
三
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
公
認
心
理
師
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
届
出
に
係
る
者
に
係
る
戸
籍
関
係
情
報

三

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項

（
同
令
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
公
認
心
理
師
登
録
証
の
再
交

付
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
戸
籍
関
係
情
報

四

公
認
心
理
師
法
施
行
規
則
第
十
八
条
（
第
一
号
に
限
る
。）（
同
令
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
公
認
心
理
師
の
死
亡
等
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事

務

当
該
届
出
に
係
る
者
に
係
る
戸
籍
関
係
情
報

第
五
十
九
条
の
四

法
別
表
第
二
の
百
五
十
七
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅

速
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
特
定
公
的
給
付
の
支
給
を
実

施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る

も
の
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大

臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
四

法
別
表
第
二
の
百
二
十
一
の
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅

速
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
特
定
公
的
給
付
の
支
給
を
実

施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る

も
の
と
し
、
同
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大

臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

省

令

船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
障
害
年
金
等
の
額
の
改
定
）

（
障
害
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
百
五
十
条

令
和
五
年
八
月
一
日
以
後
の
日
に
係
る
休
業
手
当
金
又
は
同
月
以
降
分
の
月
分
の
障
害
年
金
若
し

く
は
遺
族
年
金
の
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
百
五
十
条

令
和
四
年
八
月
一
日
以
後
の
日
に
係
る
休
業
手
当
金
又
は
同
月
以
降
分
の
月
分
の
障
害
年
金
若
し

く
は
遺
族
年
金
の
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
八
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
休
業
手
当
金
の
額
は
、
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保

険
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。）の
資
格
を
喪
失
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
日
が
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
標
準
報
酬
日
額
に
そ
の
日
に
応
じ
別
表
第
五
に
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
万
六
千
三
百
三
十
円
を
超
え
る
と
き
は
四
万
六
千
三
百
三
十
円
）

か
ら
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
百
分
の
六
十
に

相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

法
第
八
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
休
業
手
当
金
の
額
は
、
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保

険
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。）の
資
格
を
喪
失
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
日
が
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
標
準
報
酬
日
額
に
そ
の
日
に
応
じ
別
表
第
五
に
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
万
六
千
三
百
三
十
円
を
超
え
る
と
き
は
四
万
六
千
三
百
三
十
円
）

か
ら
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
百
分
の
六
十
に

相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

二

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金
の
額
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
疾
病
又
は
負
傷
の
発
生

し
た
日
が
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
最
終
標
準
報
酬
日
額
に
そ
の
日
に
応
じ
別
表
第

五
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
万
六
千
三
百
三
十
円
を
超
え
る
と
き
は
四
万
六
千
三
百
三

二

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金
の
額
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
疾
病
又
は
負
傷
の
発
生

し
た
日
が
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
最
終
標
準
報
酬
日
額
に
そ
の
日
に
応
じ
別
表
第

五
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
万
六
千
三
百
三
十
円
を
超
え
る
と
き
は
四
万
六
千
三
百
三

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
六
号

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
九
条
（
同
法
附
則
第
五
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

永
岡

桂
子


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